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「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」を
召
し
上
が
れ

「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」を
召
し
上
が
れ

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 
ハ
ラ
ダ
の

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 
ハ
ラ
ダ
の



 ガトーフェスタ ハラダの
「グーテ・デ・ロワ」を召し上がれ

埼玉県との県境に位置する高崎市新町。2000 年 1月、こ埼玉県との県境に位置する高崎市新町。2000 年 1月、こ
の小さな町から後に全国的な人気商品となるガトーラスクの小さな町から後に全国的な人気商品となるガトーラスク
『グーテ・デ・ロワ』が誕生した。それは、1901年（明治 34）『グーテ・デ・ロワ』が誕生した。それは、1901年（明治 34）
から家族経営で 4代続く小さな菓子店が、年商 170 億円を売から家族経営で 4代続く小さな菓子店が、年商 170 億円を売
上げる洋菓子メーカー「ガトーフェスタ ハラダ」として華麗上げる洋菓子メーカー「ガトーフェスタ ハラダ」として華麗
なる転身を遂げるサクセスストーリーの始まり。物語を牽引なる転身を遂げるサクセスストーリーの始まり。物語を牽引
したひとり、ガトーフェスタ ハラダの原田節子専務にドラマしたひとり、ガトーフェスタ ハラダの原田節子専務にドラマ
チックな道のりをうかがった。チックな道のりをうかがった。

■株式会社  原田・ガトーフェスタ ハラダ
 高崎市新町1207 　TEL.0120-520-082

「任せられるものは社員に任せて、多くの人を巻き込みな
がら前進していきたい」と、今でも店舗を巡回し商品の陳
列の仕方や接客の心構えなど、ガトーフェスタ ハラダの最
前線に立つ店舗スタッフの指導に力を注いでいる。

高崎発のナショナルブランド

専務取締役 原田  節子さん

新幹線

R17

R354

R354

烏　川

藤岡 IC

上里スマートIC

関
越
自
動
車
道

N

ガトーフェスタ ハラダ 本社工場

新町駅

藤岡 JCT
神流
川

高崎玉村スマートIC

高崎駅

上信
越

自動
車道

高崎線

新本館  シャトー・デュ・ボヌール

JR 高崎駅より 2つ目の駅（所要
時間約 10 分）JR 新町駅より車
で 3分、徒歩 15 分
関越自動車道「藤岡 JCT」を経
由し上信越道「藤岡 IC」から約
12 分。または、関越自動車道
「上里スマートIC」から約 10 分

■交通案内



ほ
ど
辛
か
っ
た
で
す
。
口
コ
ミ
で
広
が
っ

た
の
で
、
一
過
性
の
も
の
で
は
な
い
と
い

う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
」
と
胸
を
張
る
。

　

２
０
１
３
年
に
は
既
存
工
場
の
２
・
５

倍
の
敷
地
面
積
を
も
つ
工
場
兼
物
流
拠
点

の
『
シ
ャ
ト
ー
・
ド
ゥ
・
ク
レ
ア
シ
オ
ン

（
創
造
の
館
）』
を
稼
働
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

首
都
圏
の
デ
パ
地
下
に
進
出

　

出
店
に
関
し
て
は
、
２
０
０
５
年
8

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
武
船
橋
店
を
足
が

か
り
に
首
都
圏
へ
の
進
出
を
図
っ
て
い
っ

た
。
船
橋
エ
リ
ア
の
通
信
販
売
が
伸
び
て

い
た
こ
と
、
催
事
出
店
し
た
時
に
売
れ
行

き
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
の

自
信
を
も
っ
て
臨
ん
だ
が
、
有
名
店
が
軒

を
連
ね
る
デ
パ
地
下
の
競
争
は
さ
す
が

に
厳
し
く
、
季
節
性
の
商
品
開
発
が
求

め
ら
れ
た
。
な
ん
と
か
２
０
０
６
年
の
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
『
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
』
を
発
売
す
る
と
大
人
気
に
。

『
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
』
に
並
ぶ
人
気
商
品

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
関
西
方
面
へ
の
出

店
も
果
た
し
、
２
０
１
６
年
4
月
の
宮
城

県
仙
台
市
へ
の
出
店
で
、
販
売
拠
点
は
23

カ
所
と
な
っ
た
。『
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
』

は
各
地
で
話
題
を
さ
ら
い
、
消
費
者
の
心

を
つ
か
ん
だ
。

人
の
感
性
に
語
り
か
け
る
イ
メ
ー
ジ
作
り

だ
と
思
い
ま
す
」。

　
『
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
（
王
様
の
お
や

つ
）』
と
い
う
名
称
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
旗

の
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト

に
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
構

築
。
２
０
０
０
年
1
月
1
日
の
発
売
と
同

時
に
、
地
元
の
新
聞
に
チ
ラ
シ
10
万
部
を

折
り
込
み
、
徐
々
に
配
布
地
域
と
部
数
を

増
や
し
、
最
終
的
に
は
、
遠
く
は
さ
い
た

ま
市
ま
で
40
万
部
を
配
布
。
県
が
主
催
す

る
東
京
な
ど
で
の
物
産
展
で
販
売
し
、
併

せ
て
通
信
販
売
も
行
っ
た
。
半
年
後
の
お

中
元
期
に
は
手
応
え
を
感
じ
、
そ
の
年
の

暮
れ
に
は
地
元
で
評
判
と
な
り
、
通
信
販

売
で
の
注
文
が
爆
発
的
に
増
え
始
め
た
。

拡
大
す
る
ニ
ー
ズ
。
増
産
体
制
を
構
築

　

受
注
が
生
産
能
力
を
上
回
り
、
既
存
の

生
産
設
備
の
老
朽
化
と
増
産
に
対
応
す
る

た
め
、
新
工
場
を
設
立
。
２
０
０
２
年
に

新
工
場
が
稼
働
し
た
が
、
す
ぐ
に
生
産
が

追
い
つ
か
な
く
な
り
、
２
０
０
４
年
に
店

舗
兼
工
場
、
２
０
０
８
年
に
は
事
務
所
兼

新
工
場
を
敷
地
内
に
建
設
し
、
総
額
40
億

円
弱
を
投
じ
た
。

　

大
胆
な
設
備
投
資
に
、
原
田
専
務
は

「
不
安
と
い
う
よ
り
、
生
産
が
間
に
合
わ

な
く
て
お
客
様
に
お
断
り
す
る
ほ
う
が
よ

当
社
は
１
９
９
５
年
か
ら
減
益
が
続
き
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

通
用
せ
ず
、
企
業
再
生
の
切
り
札
と
な
る

新
商
品
の
開
発
が
急
務
で
し
た
」。

　

そ
ん
な
、
１
９
９
６
年
の
晩
秋
の
こ

と
、「
ラ
ス
ク
が
お
い
し
い
か
ら
お
歳
暮

に
使
い
た
い
。
折
詰
に
で
き
な
い
か
」
と

い
う
得
意
先
か
ら
の
注
文
が
あ
っ
た
。

ラ
ス
ク
は
残
っ
た
パ
ン
を
活
用
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
20
年
近
く
手
頃
な
お
や

つ
と
し
て
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
ラ
ス
ク
が
も
し
か
し
た
ら
切
り

札
に
な
る
。
確
信
め
い
た
も
の
に
導
か

れ
、
贈
答
品
の
定
番
と
な
る
よ
う
な
上

質
な
ラ
ス
ク
を
め
ざ
し
て
試
行
錯
誤
が

始
ま
っ
た
。「
上
質
な
バ
タ
ー
、
焼
き
加

減
な
ど
、
理
想
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け

る
の
が
一
苦
労
で
し
た
が
、
結
局
自
分
た

ち
の
好
み
で
味
を
決
め
ま
し
た
」
と
夢
中

だ
っ
た
当
時
を
振
り
返
る
。

感
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

新
し
い
ラ
ス
ク
の
商
品
コ
ン
セ
プ
ト

は
、「
感
動
」
を
「
共
有
し
た
く
な
る
」

ギ
フ
ト
。
加
え
て
、
広
が
る
「
感
動
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
普
遍
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
た
。

　
「
ヒ
ッ
ト
商
品
の
条
件
は
、
確
か
な
品

質
が
50
％
。
残
り
の
50
％
は
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
や
デ
ザ
イ
ン
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
、

ま
ち
の
和
菓
子
店
か
ら
パ
ン
屋
へ

　
「
中
山
道
の
宿
場
を
和
菓
子
作
り
の
技

術
を
伝
え
て
歩
い
た
と
い
う
初
代
丑
太
郎

が
、
１
９
０
１
年
（
明
治
34
）
に
故
郷
の

新
町
で
御
菓
子
司
・
松
雪
堂
を
創
業
し
ま

し
た
。
戦
後
に
な
り
、
材
料
を
闇
市
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
代
目
の
卓
三
は
菓
子
作
り
を
一
時
断

念
。
そ
の
後
、
合
法
的
な
配
給
パ
ン
の
製

造
に
活
路
を
見
出
し
、
見
よ
う
見
ま
ね
で

コ
ッ
ペ
パ
ン
と
食
パ
ン
を
作
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
話
す
原
田
節
子
専
務
。

　
「
１
９
５
０
年
代
に
は
、
国
内
初
の

パ
ン
学
校
『
日
本
パ
ン
技
術
指
導
所
』

で
学
ん
だ
私
の
父
、
現
会
長
の
俊
一

が
ア
メ
リ
カ
風
の
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ル

や
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。
工
賃
が
他
よ
り
若
干
高
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
店
は
お
客
様
の
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
繁
盛
し
ま
し
た
」。

3
世
代
に
わ
た
り
共
通
す
る
の

は
、
時
代
に
柔
軟
に
対
応
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
に
他
な
ら
な
い
。

企
業
再
生
の
切
り
札
と
な
っ
た

ラ
ス
ク

　
「
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
あ
お
り
と
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
を
受
け
、

新本館  「シャトー・デュ・ボヌール」



気
軽
に
楽
し
め
る
工
場
見
学

気
軽
に
楽
し
め
る
工
場
見
学

　

工
場
見
学
を
し
た
い
人
は
、
正
面
に

　

工
場
見
学
を
し
た
い
人
は
、
正
面
に

向
か
っ
て
左
側
の
棟
へ
。
見
学
通
路
は

向
か
っ
て
左
側
の
棟
へ
。
見
学
通
路
は

「
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」

「
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」

の
3
階
と
44
階
に
あ
り
、
工
場
見
学
は
9

名
以
下
な
ら
、
予
約
不
要
で

名
以
下
な
ら
、
予
約
不
要
で
1
階
の
フ
ロ

ン
ト
で
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。
個
人
の

ン
ト
で
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。
個
人
の

見
学
者
に
は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の
貸
し
出

見
学
者
に
は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の
貸
し
出

し
も
あ
る
。
ガ
ラ
ス
越
し
に
製
造
ラ
イ
ン

し
も
あ
る
。
ガ
ラ
ス
越
し
に
製
造
ラ
イ
ン

を
見
学
し
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
の

を
見
学
し
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
の

画
像
解
説
を
聞
く
と
、
お
い
し
い
ガ
ト
ー

画
像
解
説
を
聞
く
と
、
お
い
し
い
ガ
ト
ー

ラ
ス
ク
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
の
こ
だ

ラ
ス
ク
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
の
こ
だ

わ
り
や
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
工

わ
り
や
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
工

場
見
学
な
ら
で
は
の
特
典
も
あ
る
。

場
見
学
な
ら
で
は
の
特
典
も
あ
る
。

ラ
ス
ク
に
特
化
し
た
製
造
ラ
イ
ン

ラ
ス
ク
に
特
化
し
た
製
造
ラ
イ
ン

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

　

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ

　

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
は
当
初
か
ら

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て
、
製
造
ラ
イ
ン
を

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て
、
製
造
ラ
イ
ン
を

構
築
し
て
き
た
。
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
の
素
に

構
築
し
て
き
た
。
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
の
素
に

な
る
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら

な
る
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら

工
程
が
始
ま
る
。

工
程
が
始
ま
る
。

①
原
料
の
小
麦
粉
は
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
の
た

①
原
料
の
小
麦
粉
は
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
の
た

上
質
な
贈
答
品
の
ブ
ラ
ン
ド
に

ふ
さ
わ
し
い
外
観

　

埼
玉
県
と
の
県
境
を
流
れ
る
神
流
川

の
畔
。
国
道
17
号
線
に
面
し
た
ギ
リ
シ
ャ

建
築
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
建
物
が
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
有
余
の
間

口
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

70
本
の
列
柱
が
壮
麗
で
印
象
的
。
ガ
ト
ー

ラ
ス
ク
『
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
』
を
は
じ

め
と
す
る
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
ガ
ト
ー

フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
」
の
本
社
兼
工
場
と
直

売
店
だ
。
お
菓
子
の
殿
堂
に
ふ
さ
わ
し
い

佇
ま
い
か
ら
、
一
流
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
普

遍
的
な
価
値
を
発
信
し
続
け
る
決
意
と
プ

ラ
イ
ド
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

２
０
０
４
年
春
に
工
場
直
売
店
「
新
本

館
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」（
幸
福

の
館
）、２
０
０
８
年
に
本
社
工
場
「
シ
ャ

ト
ー
・
デ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
（
希
望
の

館
）」
が
建
設
さ
れ
た
。
観
光
バ
ス
が
連

日
訪
れ
る
な
ど
、
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

人
気
商
品
が
生
ま
れ
る

お
菓
子
工
場
。
見
学
へ
Ｇ
Ｏ
！

本社工場「シャトー・デュ・エスポワール」工場見学限定で味わえる「グーデ・デ・ロワ  ブリュレ」

■工場見学案内　月～金：午前 10 時～午後５時
　 （10 名以上の場合は要予約。ガイドの説明付き）
　工場見学予約・問い合わせ：TEL.0120-060-137



め
に
配
合
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン

ド
。
速
度
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
、
な

め
ら
か
に
ミ
キ
シ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、

き
め
細
か
な
パ
ン
生
地
が
で
き
上
が

る
。

②
練
り
上
げ
た
生
地
を
寝
か
せ
た
後
、
専

用
機
で
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
1
本
分
に
分
割

さ
れ
る
。
焼
き
上
が
り
の
質
に
大
き
く

影
響
す
る
発
酵
は
、
温
度
・
湿
度
・
時

間
を
自
動
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
穏
や

か
に
進
め
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

オ
ー
ブ
ン
に
送
ら
れ
る
。

③
オ
ー
ブ
ン
は
長
さ
30
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

釜
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
1
分
間
に
1

メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
ラ
イ
ン
が
流
れ
、

約
30
分
で
焼
き
上
が
る
。
均
質
な
焼
き

上
が
り
と
な
る
よ
う
ゾ
ー
ン
に
分
け
て

温
度
管
理
さ
れ
て
い
る
。

温
度
管
理
さ
れ
て
い
る
。

④
美
し
い
焼
き
色
が
つ
い
た
パ
ン
を
、
ラ

④
美
し
い
焼
き
色
が
つ
い
た
パ
ン
を
、
ラ

ス
ク
50
枚
分
に
ス
ラ
イ
ス
。
良
質
の
バ

枚
分
に
ス
ラ
イ
ス
。
良
質
の
バ

タ
ー
を
溶
か
し
た
上
澄
み
の
お
い
し
い

タ
ー
を
溶
か
し
た
上
澄
み
の
お
い
し
い

と
こ
ろ
を
た
っ
ぷ
り
吸
わ
せ
て
砂
糖
を

と
こ
ろ
を
た
っ
ぷ
り
吸
わ
せ
て
砂
糖
を

か
け
、
時
間
・
温
度
を
厳
密
に
管
理
し

か
け
、
時
間
・
温
度
を
厳
密
に
管
理
し

た
オ
ー
ブ
ン
で
丁
寧
に
焼
き
上
げ
る
。

た
オ
ー
ブ
ン
で
丁
寧
に
焼
き
上
げ
る
。

1
時
間
に
お
よ
そ

時
間
に
お
よ
そ
1
万
2
千
枚
も
の
ラ

ス
ク
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
ら
れ
る
。

ス
ク
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
ら
れ
る
。

⑤
選
別
は
、
世
界
有
数
の
包
装
機
器
メ
ー

⑤
選
別
は
、
世
界
有
数
の
包
装
機
器
メ
ー

カ
ー
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
社
製

カ
ー
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
社
製

の
「
Ｔ
Ｌ
Ｍ
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
行
う
。
こ

の
「
Ｔ
Ｌ
Ｍ
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
行
う
。
こ

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
、
ラ
ス
ク
の
形
状
・
大
き

キ
ャ
ナ
ー
で
、
ラ
ス
ク
の
形
状
・
大
き

さ
・
焼
き
色
を
瞬
時
に
読
み
取
り
、

さ
・
焼
き
色
を
瞬
時
に
読
み
取
り
、

合
格
基
準
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
を
、

合
格
基
準
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
を
、

ア
ー
ム
で
拾
い
上
げ
て

ア
ー
ム
で
拾
い
上
げ
て
2
枚
に
重
ね

る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
で
包
装
し
、

る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
で
包
装
し
、

最
後
は
人
の
目
で
確
認
し
な
が
ら
梱
包

最
後
は
人
の
目
で
確
認
し
な
が
ら
梱
包

さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
製
造
工
程
で
出
る
パ
ン
の
切

　

こ
う
し
た
製
造
工
程
で
出
る
パ
ン
の
切

れ
端
や
、
こ
ぼ
れ
た
砂
糖
の
粒
な
ど
は
、

れ
端
や
、
こ
ぼ
れ
た
砂
糖
の
粒
な
ど
は
、

家
畜
の
飼
料
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
材
料
等

家
畜
の
飼
料
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
材
料
等

に
利
用
さ
れ
、

に
利
用
さ
れ
、
98
％
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
実
現
し
て
い
る
。

率
を
実
現
し
て
い
る
。

　

工
場
見
学
の
後
は
、
隣
接
の
直
営
店

　

工
場
見
学
の
後
は
、
隣
接
の
直
営
店

「
新
本
館
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」

「
新
本
館
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
ボ
ヌ
ー
ル
」

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
お
楽
し
み
に
。

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
お
楽
し
み
に
。

きらりと光るこだわりの福利厚生施設
美味しいメニューを低価格で提供する社員食堂、

マッサージチェアで仮眠がとれるリラクゼーション

ルーム、卓球やビリヤード、ダーツを楽しみながら

多世代交流ができるレクリエーションルームなど、

家族の絆を大切にしてきた同社ならではの、福利厚

生施設の充実ぶりがすごい。「社員には会社を好きに

なってほしいです」と原田専務。（見学不可）

形状や大きさを瞬時に見分け、合格したものを2枚重ねにして
拾い上げる最新のアームロボット

ガトーラスク専用のフランスパンを　
直営店限定で販売（平日のみ）▶ 



市民のパワーを集結！ 　
出掛けよう！参加しよう！楽しもう！

花火の観覧場所 大幅拡大！

●お問い合わせ： 高崎まつり実行委員会事務局（高崎市商工観光部観光課内）    TEL.027-321-1257
●HPや Facebook、Twitter も随時更新中。“高崎まつり” で検索してね。

The event of summer of Takasaki

　

故
井
上
保
三
郎
翁
が
高
崎
の
発
展
を

祈
念
し
て
観
音
山
に
白
衣
大
観
音
を
建

立
し
、
今
年
で
八
十
年
の
節
目
を
迎
え

る
。
夏
の
終
わ
り
を
締
め
く
く
る
幽
玄

な
ロ
ウ
ソ
ク
祭
り
と
し
て
定
着
し
た
万

灯
会
も
、
記
念
す
べ
き
第
二
十
回
目
と

な
る
。
聖
石
橋
西
詰
か
ら
白
衣
大
観
音

に
至
る
ま
で
の
広
範
囲
を
、
一
万
数
千

個
の
灯
明
と
千
五
百
基
の
灯
籠
が
照
ら

し
出
す
万
灯
会
は
、
神
仏
に
灯
り
を
お

供
え
し
て
、
先
祖
供
養
、
心
願
成
就
を

祈
念
す
る
習
わ
し
。

　

灯
火
の
導
く
世
界
へ
一
歩
、
ま
た
一

歩
と
歩
を
進
め
れ
ば
そ
こ
に
は
厳
か
な

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

例
年
通
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
子

供
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
、
縁
日
広
場
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
他
、
今
年
は

観
音
様
建
立
と
万
灯
会
の
節
目
に
ち
な

ん
だ
特
別
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

家
族
や
友
人
、
知
人
と
連
れ
だ
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
晩
夏
の
観
音
山
散
策
を
堪

能
し
て
み
て
は
。

●高崎駅西口からもてなし広場周辺

●烏川和田橋上流河川敷

白衣大観音建立80周年
万灯会は20周年の節目

～厳かな灯火の中を一歩、また一歩と歩を進め、幽玄の世界へ

9月10日（土）～ 9月19日（月・祝）

8月6日（土）・7日（日）

●高崎中心市街地からもてなし広場周辺

午後７時 40 分～８時 30 分

8月6日（土）・7日（日）

8月6日（土）
大花火大会

第14回高崎山車まつり

The event of summer of Takasaki

8月27日（土）
第20回高崎観音山万灯会

●お問い合わせ：高崎観音山万灯会実行委員会（慈眼院内）TEL.027-322-2269

（小雨決行、雨天の場合は中止）
●観音山一帯で開催

17 時～ 21 時 30 分

E
V
E
N
T

E
V
E
N
T

EVENT

第42回高崎まつり 

平成28年度 たかさきこどもまつり

●
高
崎
市
民
の
総
合
力
を
見
せ
つ
け
よ
う
！

　

高
崎
ま
つ
り
は
山
車
、
神
輿
、
伝
統
芸
能
、
阿
波
踊
り

に
和
太
鼓
、
木
遣
り
、
盆
踊
り
な
ど
な
ど
市
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
参
加
し
盛
り
上
げ
る
高
崎
市
民

自
慢
の
祭
り
だ
。
見
る
も
よ
し
、
食
べ
る
も
よ
し
、
踊
る

も
よ
し
の
二
日
間
は
、
市
民
の
総
合
力
が
爆
発
す
る
！

　

毎
年
七
十
万
人
超
の
来
場
者
が
訪
れ
る
高
崎
ま
つ
り
。

上
野
駅
で
巨
大
だ
る
ま
神
輿
を
展
示
し
、
そ
ろ
い
の
法
被

を
着
た
ス
タ
ッ
フ
が
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
い
、
観

光
客
の
増
加
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

●
今
年
の
花
火
は
大
幅
に
観
覧
席
が
拡
大
！

　

北
関
東
最
大
級
と
言
わ
れ
る
大
花
火
大
会
は
、
五
十
分

間
に
一
万
五
千
発
の
花
火
が
テ
ン
ポ
良
く
打
ち
上
げ
ら

れ
、
そ
の
様
は
圧
巻
。
毎
年
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
花
火
も

楽
し
み
な
と
こ
ろ
。
心
沸
き
立
た
せ
、
心
の
憂
さ
を
も
吹

き
飛
ば
す
、
夜
空
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
大
花
火
大

会
は
絶
対
見
逃
せ
な
い
。

　

今
年
は
、
従
来
の
観
覧
席
に
加
え
て
、
和
田
橋
運
動
場

の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
高
崎
カ
ン
ト
リ
ー
跡
地
を
観

覧
席
と
し
て
無
料
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
毎

年
抽
選
に
な
る
人
気
の
有
料
観
覧
席
も
増
設
し
、
昨
年
の

二
倍
に
拡
大
す
る
見
込
み
。
ド
ド
ー
ン
と
上
が
る
大
花
火
、

あ
な
た
は
今
年
、
誰
と
ど
こ
で
見
上
げ
る
!?

●
日
本
一
き
れ
い
な
祭
り
を

　

高
崎
ま
つ
り
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
学
生
た
ち
を

中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大

活
躍
。
祭
り
の
期
間
中
と
翌
朝
に
会
場
を
巡
回
し
、
熱
心

な
清
掃
活
動
を
展
開
す
る
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
会
場
内
各
所
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
の
回
収
・
分
別
を
徹
底
。〝
日
本
一

き
れ
い
な
祭
り
〞
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
！

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
高
崎
駅
か
ら
の
臨

時
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
徒
歩
に
て
観
音
通
り
を
ゆ
っ
く

り
歩
き
、
か
つ
て
の
よ
う
に
石
段
下
か
ら
五

百
段
の
参
道
石
段
を
登
っ
て
清
水
寺
へ
お
詣

り
し
、
平
和
塔
広
場
か
ら
参
道
商
店
街
を
通

り
抜
け
、
白
衣
観
音
ま
で
参
拝
す
る
コ
ー
ス

も
お
す
す
め
で
す
。

※

熊
本
地
震
被
災
支
援
の
献
灯
場
所
を
設
け

ま
す
。
祈
り
と
願
い
を
込
め
た
灯
明
を
奉

納
い
た
だ
い
た
そ
の
浄
財
を
義
援
金
と
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●利用方法　１日 7回  50 分間で入替え　
●対象者　生後 6ヶ月から 12 歳までの子ども

●出演　劇団かかし座
●入場料　全席指定  2,000 円
＊公演時４歳以上有料、４歳未満でも席が
　必要な場合は有料

生命を吹き込まれた影たちが繰り広げる、
究極の「手影絵」パフォーマンス！

絵本原画の展示、積み木・影遊び、忍者修行、映画上映  他

主催：高崎市・NPO法人高崎こども劇場・NPO法人時をつむぐ会
　　　NPO法人たかさきコミュニティシネマ

9 月 10 日（土）～ 19日（月・祝）
10時～ 18 時　　　　　

●高崎シティギャラリー　
　第 3～第 6展示室、
　シネマテークたかさき ほか

●入場無料（※ただし、会場内飲食物の購入、遊びの参加には、場内
　で販売するチケットが必要）
主催：縁日広場実行委員会

●お問い合わせ：高崎市商工観光部観光課　TEL.027-321-1257

●お問い合わせ：高崎シティギャラリー　TEL.027-328-5050

●お問い合わせ：高崎市文化課　TEL.027-321-1203

●お問い合わせ：高崎市文化課　TEL.027-321-1203

たかさきキッズパーク

ハンド・シャドウ・ショー

メルヘンと遊びの世界展 20
　　　　「 見 る ・つ く る・あ そ ぶ 」

第 21 回縁日広場

★高崎まつり公式 LINE＠に登録して、リアルタイムに祭りの情報
をゲットしよう！登録してくれた方の中から抽選で大花火大会の
有料観覧席をペア 10 組 20 名様にプレゼント

9 月 10 日（土）14 時～ 20 時
9月 11 日（日）10 時～ 15 時
●高崎シティギャラリー
　ハローフォーラム

●出演　チョロミー、ムームー、ガラピコ、坂田おさむ、つのだりょうこ

●入場料　全席指定 1,800 円　

＊当日 1歳以上は有料、1歳未満でも席が必要な場合は有料

●お問い合わせ：群馬音楽センター　TEL.027-322-4527

「おかあさんといっしょ」　
ガラピコぷ～がやってきた !!
10 月 2日（日）
 1 回目   11 時 15 分開演　
 2 回目   14 時開演
●群馬音楽センター

９月 10日（土）～ 19日（月・祝）
10 時～ 16 時 50 分

●高崎市総合保健センター
　２階　第１会議室等

９月 11日（日）
１回目　13時 30 分開演
２回目　16時 30 分開演

●高崎シティギャラリー

©NHK©NHK

ボーネルンド社がプロ

デュースするコンセプ

ト室内あそび場

※入場条件　子ども 3名につき保護者が必ず１名入場

※入場定員あり（定員に達した場合、入場をお待ちいただきます）

※週末など混雑時には整理券を配布する場合があります

山車山車

神輿神輿

花火花火

は
っ
ぴ
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族
や
友
人
、
知
人
と
連
れ
だ
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
晩
夏
の
観
音
山
散
策
を
堪

能
し
て
み
て
は
。

●高崎駅西口からもてなし広場周辺

●烏川和田橋上流河川敷

白衣大観音建立80周年
万灯会は20周年の節目

～厳かな灯火の中を一歩、また一歩と歩を進め、幽玄の世界へ

9月10日（土）～ 9月19日（月・祝）

8月6日（土）・7日（日）

●高崎中心市街地からもてなし広場周辺

午後７時 40 分～８時 30 分

8月6日（土）・7日（日）

8月6日（土）
大花火大会

第14回高崎山車まつり

The event of summer of Takasaki

8月27日（土）
第20回高崎観音山万灯会

●お問い合わせ：高崎観音山万灯会実行委員会（慈眼院内）TEL.027-322-2269

（小雨決行、雨天の場合は中止）
●観音山一帯で開催

17 時～ 21 時 30 分

E
V
E
N
T

E
V
E
N
T

EVENT

第42回高崎まつり 

平成28年度 たかさきこどもまつり

●
高
崎
市
民
の
総
合
力
を
見
せ
つ
け
よ
う
！

　

高
崎
ま
つ
り
は
山
車
、
神
輿
、
伝
統
芸
能
、
阿
波
踊
り

に
和
太
鼓
、
木
遣
り
、
盆
踊
り
な
ど
な
ど
市
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
参
加
し
盛
り
上
げ
る
高
崎
市
民

自
慢
の
祭
り
だ
。
見
る
も
よ
し
、
食
べ
る
も
よ
し
、
踊
る

も
よ
し
の
二
日
間
は
、
市
民
の
総
合
力
が
爆
発
す
る
！

　

毎
年
七
十
万
人
超
の
来
場
者
が
訪
れ
る
高
崎
ま
つ
り
。

上
野
駅
で
巨
大
だ
る
ま
神
輿
を
展
示
し
、
そ
ろ
い
の
法
被

を
着
た
ス
タ
ッ
フ
が
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
い
、
観

光
客
の
増
加
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

●
今
年
の
花
火
は
大
幅
に
観
覧
席
が
拡
大
！

　

北
関
東
最
大
級
と
言
わ
れ
る
大
花
火
大
会
は
、
五
十
分

間
に
一
万
五
千
発
の
花
火
が
テ
ン
ポ
良
く
打
ち
上
げ
ら

れ
、
そ
の
様
は
圧
巻
。
毎
年
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
花
火
も

楽
し
み
な
と
こ
ろ
。
心
沸
き
立
た
せ
、
心
の
憂
さ
を
も
吹

き
飛
ば
す
、
夜
空
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
大
花
火
大

会
は
絶
対
見
逃
せ
な
い
。

　

今
年
は
、
従
来
の
観
覧
席
に
加
え
て
、
和
田
橋
運
動
場

の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
高
崎
カ
ン
ト
リ
ー
跡
地
を
観

覧
席
と
し
て
無
料
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
毎

年
抽
選
に
な
る
人
気
の
有
料
観
覧
席
も
増
設
し
、
昨
年
の

二
倍
に
拡
大
す
る
見
込
み
。
ド
ド
ー
ン
と
上
が
る
大
花
火
、

あ
な
た
は
今
年
、
誰
と
ど
こ
で
見
上
げ
る
!?

●
日
本
一
き
れ
い
な
祭
り
を

　

高
崎
ま
つ
り
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
学
生
た
ち
を

中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大

活
躍
。
祭
り
の
期
間
中
と
翌
朝
に
会
場
を
巡
回
し
、
熱
心

な
清
掃
活
動
を
展
開
す
る
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
会
場
内
各
所
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
の
回
収
・
分
別
を
徹
底
。〝
日
本
一

き
れ
い
な
祭
り
〞
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
！

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
高
崎
駅
か
ら
の
臨

時
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
徒
歩
に
て
観
音
通
り
を
ゆ
っ
く

り
歩
き
、
か
つ
て
の
よ
う
に
石
段
下
か
ら
五

百
段
の
参
道
石
段
を
登
っ
て
清
水
寺
へ
お
詣

り
し
、
平
和
塔
広
場
か
ら
参
道
商
店
街
を
通

り
抜
け
、
白
衣
観
音
ま
で
参
拝
す
る
コ
ー
ス

も
お
す
す
め
で
す
。

※

熊
本
地
震
被
災
支
援
の
献
灯
場
所
を
設
け

ま
す
。
祈
り
と
願
い
を
込
め
た
灯
明
を
奉

納
い
た
だ
い
た
そ
の
浄
財
を
義
援
金
と
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●利用方法　１日 7回  50 分間で入替え　
●対象者　生後 6ヶ月から 12 歳までの子ども

●出演　劇団かかし座
●入場料　全席指定  2,000 円
＊公演時４歳以上有料、４歳未満でも席が
　必要な場合は有料

生命を吹き込まれた影たちが繰り広げる、
究極の「手影絵」パフォーマンス！

絵本原画の展示、積み木・影遊び、忍者修行、映画上映  他

主催：高崎市・NPO法人高崎こども劇場・NPO法人時をつむぐ会
　　　NPO法人たかさきコミュニティシネマ

9 月 10 日（土）～ 19日（月・祝）
10時～ 18 時　　　　　

●高崎シティギャラリー　
　第 3～第 6展示室、
　シネマテークたかさき ほか

●入場無料（※ただし、会場内飲食物の購入、遊びの参加には、場内
　で販売するチケットが必要）
主催：縁日広場実行委員会

●お問い合わせ：高崎市商工観光部観光課　TEL.027-321-1257

●お問い合わせ：高崎シティギャラリー　TEL.027-328-5050

●お問い合わせ：高崎市文化課　TEL.027-321-1203

●お問い合わせ：高崎市文化課　TEL.027-321-1203

たかさきキッズパーク

ハンド・シャドウ・ショー

メルヘンと遊びの世界展 20
　　　　「 見 る ・つ く る・あそ ぶ 」

第 21 回縁日広場

★高崎まつり公式 LINE＠に登録して、リアルタイムに祭りの情報
をゲットしよう！登録してくれた方の中から抽選で大花火大会の
有料観覧席をペア 10 組 20 名様にプレゼント

9 月 10 日（土）14 時～ 20 時
9月 11 日（日）10 時～ 15 時
●高崎シティギャラリー
　ハローフォーラム

●出演　チョロミー、ムームー、ガラピコ、坂田おさむ、つのだりょうこ

●入場料　全席指定 1,800 円　

＊当日 1歳以上は有料、1歳未満でも席が必要な場合は有料

●お問い合わせ：群馬音楽センター　TEL.027-322-4527

「おかあさんといっしょ」　
ガラピコぷ～がやってきた !!
10 月 2日（日）
 1 回目   11 時 15 分開演　
 2 回目   14 時開演
●群馬音楽センター

９月 10日（土）～ 19日（月・祝）
10 時～ 16 時 50 分

●高崎市総合保健センター
　２階　第１会議室等

９月 11日（日）
１回目　13時 30 分開演
２回目　16時 30 分開演

●高崎シティギャラリー

©NHK©NHK

ボーネルンド社がプロ

デュースするコンセプ

ト室内あそび場

※入場条件　子ども 3名につき保護者が必ず１名入場

※入場定員あり（定員に達した場合、入場をお待ちいただきます）

※週末など混雑時には整理券を配布する場合があります

山車山車

神輿神輿

花火花火

は
っ
ぴ
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高
崎
発
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」を
召
し
上
が
れ

「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」を
召
し
上
が
れ

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 

ハ
ラ
ダ
の

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 

ハ
ラ
ダ
の

TAKASAKI

高崎の観光再発見 VOL.20 昭 和 時 代

若者相手に熱く音楽を語る大人たちがいた
ＢＯＯＷＹが育ったまち

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
の
高

崎
で
は
、
ロ
ッ
ク
は
公
的
な
施
設
か
ら
冷
遇

さ
れ
て
い
た
が
、
高
崎
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

だ
け
は
、
う
る
さ
い
こ
と
を
言
わ
ず
に
、

ホ
ー
ル
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
ロ
ッ
ク
や

フ
ォ
ー
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
、
映
画
の

自
主
上
映
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
高
崎
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
殿
堂
と
言
え
た
。

70
年
代
半
ば
か
ら
高
崎
の
ア
マ
チ
ュ
ア

ロ
ッ
ク
シ
ー
ン
は
熱
い
潮
流
が
あ
り
、
氷
室

と
松
井
の
い
た
デ
ス
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
布
袋

の
ブ
ル
ー
フ
ィ
ル
ム
は
抜
き
ん
出
て
い
た
よ

う
だ
っ
た
。
二
つ
の
バ
ン
ド
は
当
時
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
登
竜
門
と
な
る
コ
ン
テ
ス

ト
「
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
」
の
79
年
大
会
で

決
勝
を
争
っ
た
。

BO
O
W
Y

が
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と

市
内
の
レ
コ
ー
ド
店
は
、
特
別
に
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
客
に
勧
め
、
メ
ン
バ
ー
も
時
折
、

顔
を
見
せ
て
い
た
。BO

O
W
Y

に
ゆ
か
り
の

あ
る
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ま
ち
な
か
か
ら
消
え
て

し
ま
い
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
当
時
の
高
校
生

が
ロ
ッ
ク
を
演
奏
し
た
記
憶
も
遠
く
な
っ
た

が
、
高
崎
に
は
新
た
な
音
楽
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

が
生
ま
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
春
に
高
崎

を
訪
れ
た
布
袋
は
語
っ
た
。「
こ
の
ま
ち
か

ら
夢
が
ス
タ
ー
ト
し
た
」
と
。

●
若
者
文
化
を
育
て
た
高
崎
の
土
壌

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
、
ロ
ッ
ク
は

若
者
の
心
を
動
か
し
、
時
代
を
も
動
か
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
だ
っ

た
。

　

高
崎
の
ま
ち
な
か
に
は
県
内
一
円
か
ら
若

者
を
集
め
る
楽
器
店
、
レ
コ
ー
ド
店
、
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
店
の

人
た
ち
は
高
校
生
や
学
生
を
相
手
に
熱
く

音
楽
を
語
り
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
を
育
て
た
。
ど
の
店
に
も
音
楽
に

詳
し
い
お
も
し
ろ
い
店
員
が
必
ず
い
て
、
初

め
て
ギ
タ
ー
を
持
つ
よ
う
な
高
校
生
が
、
楽

器
選
び
や
サ
ウ
ン
ド
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
、
音
楽
談
義
に
花
を
咲
か
せ

た
り
、
数
少
な
い
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
シ
ョ
ッ
プ
を
見
て
歩
く
の

が
、
高
崎
の
ま
ち
の
楽
し
み
方
で
あ
っ
た
。

　

伝
説
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ドBO

O
W
Y

（
氷
室
京
介
、
布
袋
寅
泰
、
松
井
常

松
、
高
橋
ま
こ
と
）
とBUCK-TICK

（
櫻
井
敦
司
、
今
井
寿
、
星
野
英
彦
、

樋
口
豊
、
ヤ
ガ
ミ
ト
ー
ル
）
は
、
こ
う

し
た
高
崎
の
ま
ち
か
ら
生
ま
れ
た
。

●B
O
O
W
Y

伝
説
が
始
ま
っ
た
地

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y

は
１
９
８
８
年
の
解
散

は
１
９
８
８
年
の
解
散

後
も
根
強
い
人
気
を
持
つ
。
氷
室
、
布

袋
、
松
井
の
3
人
が
高
崎
出
身
で
、
高
崎

はBO
O
W
Y

フ
ァ
ン
の
聖
地
で
あ
る
。
彼
ら

が
ロ
ッ
ク
を
聴
き
、
ギ
タ
ー
を
手
に
し
、
ス

テ
ー
ジ
で
激
突
し
、
プ
ロ
を
め
ざ
し
て
東
京

へ
向
か
う
ま
で
の
足
跡
が
、
こ
の
ま
ち
に
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

氷
室
と
松
井
は
高
崎
市
内
の
倉
賀
野
小

学
校
の
同
級
生
で
、
17
歳
で
夭
折
し
た
「
山

田
か
ま
ち
」
も
同
じ
小
学
校
の
同
級
生
だ
っ

た
。
か
ま
ち
が
残
し
た
詩
や
絵
画
は
「
高
崎

市
山
田
か
ま
ち
美
術
館
」
に
収
蔵
、
展
示
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
若
者
に
感
動
を
与
え
て

い
る
。
彼
ら
が
ロ
ッ
ク
に
目
覚
め
た
70
年
代

を
象
徴
す
る
作
品
も
多
い
。

　

ク
ラ
ブ
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る
高
崎

出
身
の
Ｄ
Ｊ
小
林
径
は
、
布
袋
が
新
島
学
園

で
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
先
輩
で
、
布
袋
の
才
能

を
見
い
だ
し
た
。

●
こ
の
ま
ち
か
ら
夢
が
ス
タ
ー
ト
し
た

　

残
念
な
こ
と
に
、
設
備
の
整
っ
た
貸
し
ス

タ
ジ
オ
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
当
時
の
高
崎
に

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ラ
イ
ブ
活
動
が
高
崎
で

は
頻
繁
に
行
え
な
か
っ
た
。
高
崎
で
数
少
な

い
演
奏
の
場
は
、
高
崎
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

の
4
階
に
あ
る
ホ
ー
ル
や
市
内
の
楽
器
店
な

ど
で
、
高
校
生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
コ

ど
で
、
高
校
生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
コ

伝
説
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

◀「新星堂」やレコード店「名曲堂」があったストリート

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y

BO
O
W
Y


